
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

　患者中心の看護とは

系統看護学講座　専門分野　基礎看護学［１］看護学概論（医学書院）

フローレンスナイチンゲール　看護覚え書（日本看護協会出版会）

　　よくわかる看護職の倫理綱領（照林社）

看護を学ぶ者の最初の入り口として、看護の本質や専門性・独自性、看護の機能・役割、主要な看護理論について学ぶ。また
看護の主要概念である「人間」「健康」「環境」について理解を深める。看護の歴史的変遷を学習し、現代看護を取り巻く状況
やチーム医療の中で看護職の役割について学ぶ。併せ
て、看護に関係する法規について学ぶ。

科  目  名 看護学概論 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

筆記試験（課題 レポート点を含む）

2026

学        科 看護学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 三浦　純子
実務経験と

その関連資格
医療施設にて看護師として勤務していた。										
										

対 象 学 年 1年 学期及び曜時限 教室名 1年生教室前期

講義演習

第
3
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護の歴史的と変遷についてまとめることができる

教科書
副読本

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

授業を理解するために予習・復習を通して、自主的に調べ学習を行ってください。

看護を理解するために，看護の対象となる人間への関心をもち，医療や看護に関する現実的な課題や社会の動きにも目を向
けて学習を進めてください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
2
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

患者中心の看護について理解する

教科書
副読本

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護とは何かをイメージし、看護について考え、表現できる。

第
5
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護の概念を考えることができる

教科書
副読本

第
4
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護の概念を考えることができる

教科書
副読本

各コマに
おける

授業予定
健康について考える

各コマに
おける

授業予定
人間について考える

教科書
副読本

事前学習 シラバスを読
む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

各コマに
おける

授業予定
看護の過去から現在まで

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

授業ガイダンス 看護の本質、看護の定義とは



教科書
副読本

第
8
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

保健医療福祉の連携について理解できる

教科書
副読本

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書
副読本

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

各コマに
おける

授業予定

看護の役割と機能とは
看護が機能する場とは
安全・安楽の追求

各コマに
おける

授業予定
健康の概念について

第
7
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護の役割と機能を理解できる

第
6
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

健康の概念について理解し、表現できる

各コマに
おける

授業予定

戦後における看護の歴史的変遷
チーム医療
地域包括ケアシステム

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

第
11
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護制度や看護行政について理解できる

教科書
副読本

第
10
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護理論について理解できる

教科書
副読本

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

各コマに
おける

授業予定

看護制度　保健・医療・福祉関係者養成制度
看護行政

各コマに
おける

授業予定

理論家について（ペプロウ　アブデラ　オーランド　ウィーデン
バック　ヘンダーソン　オレム　トラベルビー　ロイ　ベナー等）

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

第
9
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護理論について理解できる

教科書
副読本

第
12
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護の周辺的な役割について理解できる

教科書
副読本

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

各コマに
おける

授業予定
ナイチンゲール

今までの学びをまとめて
おき、グループで共有で
きるようにしておく（30
分）

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

看護管理・組織
看護教育
看護研究

事前学習 教科書の該
当ページを読む（15分）
事後学習 授業の復習を
する（30分）

専門職としての看護を理解できる。

専門職とは
専門職としての役割と自立

今までの学びをまとめて
おき、グループで共有で
きるようにしておく（30
分）

各コマに
おける

授業予定
看護のまとめ

各コマに
おける

授業予定
看護のまとめ

今までの学びをまとめて
おき、グループで共有で
きるようにしておく（30
分）

第
13
回

講
義
演
習
形
式

第
15
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護のまとめを発表し、共有できる。 教科書
副読本
ノート
パソコン

第
14
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護についての学びをまとめることができる。 教科書
副読本
ノート
パソコン

授業を
通じての
到達目標

教科書
副読本
ノート
パソコン


